
 
<タイトル＞ 
 ため池防災支援システムを開発－地震・豪雨時に、ため池の決壊危険度を配信－ 
  

＜２０１８年農業技術１０大ニュース＞ 
農林水産技術会議事務局 

＜当該研究成果のポイント＞ 
 東日本大震災、九州北部豪雨、平成30年7月豪雨などの災害では、複数のため池
が決壊し、人的被害を含める大きな被害が発生した。このような被害を防ぐため、
地震や豪雨時にため池の決壊危険度を予測し、インターネットやメールを通じて自
治体の防災担当者に配信するとともに、被災したため池の情報を全国の防災関係者
に情報共有できる「ため池防災支援システム」を開発した。 
 本システムでは、ため池の決壊危険度を「安全」、「注意」、「危険」の３段階
で予測する。地震時は地震情報を受信してから30分以内に決壊危険度を配信し、豪
雨時は最長15時間後までの予測が配信でき、また決壊時の氾濫域も表示できる。加
えて、スマートフォンやタブレットを用いて、現地で被災状況を入力し、被災写真
をアップロードすることによって、国・自治体等の防災関係機関の間でため池決壊
の有無や被災状況を情報共有できる。 

＜期待される効果・今後の展開など＞ 
 ため池防災支援システムで予測された決壊危険度や氾濫域の情報を元に、国や自
治体は、早期避難のための情報を提供して人的被害を防止するとともに、決壊防止
のための緊急対策を行うことができる。また、災害情報を防災関係機関と共有する
ことにより、迅速な防災と復旧支援への活用が期待できる。 
 今後は本システムの活用と充実を図るため、自治体のため池防災担当者、ため池
管理者等を対象として、システムの操作方法について講習会を行うとともに、より
使いやすいシステム構築に向けた改良をする予定である。 
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災害拠点病院 

道路通行止め 

予測された決壊氾濫域 
（色は最大水深を示す） 

避難所 

・地震や、豪雨におけるため池の決壊を予測し、予測情報を迅速に関係者に伝達・
共有する「ため池防災支援システム」を農研機構が開発。 
・ため池の決壊危険度を3段階で予測。地震時は、地震情報を受信してから30分以
内、豪雨時は最長15時間後まで予測して配信。また、決壊時の氾濫域も表示。 
・スマートフォンなどを用いた現地での被害状況や被害写真の報告に対応し、被災
情報を防災関係機関の間で共有。 

地震・豪雨時の決壊予測 

●地震、豪雨等の気象情報を用いてため池の決壊を予測 

【地震】 
堤体沈下量を予測 

【豪雨】 
貯水位を予測 1 

下流域の被害予測 

豪雨時の危険度予測の事例（九州北部豪雨） 

ため池の氾濫域予測の例 

決壊予測 
ため池 

スマートフォンを用いて 
写真付き被害報告が可能 

スマートフォンでの 
システム利用も可能 

●決壊危険度を赤、黄、青
の3段階で表示、配信 
●仮想的な災害（南海トラ
フ地震等）を発生させて、
防災訓練に使うことも可能 

ため池防災支援システムを開発 
－地震・豪雨時に、ため池の決壊危険度を配信－ 

地震・豪雨時のため池の決壊危険度を予測・表示して防災関係者と情報共有
することにより、迅速な避難指示や決壊防止対策などの防災支援への活用が
期待できる。 

【導入により期待される効果】 
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